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研究成果報告書 
 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
各国の無形資産会計は多様である。ほとんどの国では、国内基準においてのれんの資産計上と

一定期間にわたる償却を強制している。ところが、国際財務報告基準、アメリカ会計基準、フラ
ンス会計基準等では、のれんの償却の代わりに減損テストの実施を強制している。その結果、の
れんの測定に大きな違いが出ており、償却費の計上を行うか否かの結果として純利益の測定に
も大きな差額が発生する。例えば、2005 年にフランス上場企業におけるのれんの償却費の純利
益への影響は、42％に及んでいた。 
こういった問題は、企業結合が増える傾向の中で、そして、国際財務報告基準の適用が拡大す

る中で、学術研究において徐々に重視されてきている。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、ファイナンス領域の学術研究において指摘された、会計測定の「プロシクリカリ

ティ」つまり経済循環増幅効果について検討するものである。代表的な例として、金融商品の公
正価値測定が、株式市場が弱気の際に企業のパフォーマンスに悪影響を与えることで、さらに株
価が下落するとの循環増幅効果が指摘されている。本研究においては、無形資産の非償却と減損
も同様の影響を及ぼしているかどうかについて検討している。例えば、のれんの収益力が落ちた
時に減損損失を計上することで、営業利益の減少に加えて更にのれんの減損が原因となるパフ
ォーマンスへの悪影響が発生する。一方、もしのれんを償却する場合には、このような循環的な
増幅は発生せず、均等にのれん代が配分されることとなる。企業にとって、どのアプローチが望
ましいかというのは、本研究の目的を超える課題であるが、次のような 2 つの観点からのれん
の「プロシクリカリティ」について検討する。 
 
① のれん非償却の短期的な影響として、企業行動に変化をもたらすか？ 
日本企業の情報を用いて、国際財務報告基準を適用するサンプルと日本の会計基準を適用す

るサンプルに分類する。その分類をもとに、それぞれの M&A 活動と無形資産の変化を比較す
る。 
 
② のれん非償却の長期的な影響として、会計規制に変化をもたらすか？ 
アメリカとフランスは 20 世紀前半から長年無形資産の非償却が適用されてきた経験がある。

アメリカでは、1950 年代以前と 2000 年代以降においてのれんの非償却が主流であり、それは
会計基準設定のみならず、企業の M&A 活動に大きく影響した。フランスでも 1920 年代以降の
れんの非償却が主流となったが、法人税法やヨーロッパ内の会計基準調和化の影響を受け、制度
改革を多く経験している。本研究では、歴史的な観点からのれんの償却・非償却の影響が会計規
制にどのような変化をもたらしたのかについて検討する。 
 
 
３．研究の方法 
 
① のれん非償却の短期的な影響 
上場日本企業の財務データと M&A に関するデータを集め、国際財務報告基準適用企業と日本

基準適用企業のサンプルに分類し、それぞれへの影響について統計的手法を用いて比較した。 
 
② のれん非償却の長期的な影響 
アメリカとフランスの文献を調査し、会計制度と企業行動や経済の変化について歴史的に検

討した。 
 
③ 研究を進める中で、当初目的としていなかった課題も生まれ、のれんと個別無形資産の会計

処理の間の関係性について、もう一つの検討を加えた。 
国際財務報告基準を適用している、全世界の製薬業のサンプルについて、財務データと記述デ

ータを収集した。それらのデータに基づき、のれんと個別無形資産、自己創設無形資産に関する
ディスクロージャーを分析した。 
 
 



４．研究成果 
 
主な研究成果は、以下の通りである。 
 
① のれん非償却の短期的な影響 
国際財務報告基準を適用している企業サンプルと日本基準を適用しているサンプルを比較し

たところ、のれんを償却しない国際財務報告基準のサンプル企業のほうが活発に M&A を行い、無
形資産の金額も多かった。ただし、本研究において企業比較のサンプルマッチングについて統計
的に妥当な条件を満たすことが出来なかったため、研究成果としては公表していない。その代わ
りに、③の研究を進めることとした。 
 
② のれん非償却の長期的な影響 
アメリカののれん会計の歴史については、1929 年の大恐慌の影響によるプロシクリカリティ

の問題が指摘される。ただし、当時はまだプロシクリカリティの概念は言葉として使われず、保
守主義の観点から循環増幅効果が指摘された。また、のれん会計における大きな改革と、会計基
準設定団体の組織変更が連動していることも指摘されている。この観点からは、無形資産会計が
アメリカの会計規制に大きな影響を与えてきたと言えるだろう。 
フランスは、逆に会計基準に非常に変動が少なかった国であり、EU 内調和化への対応のため

の改正の影響のみを受けてきた。 
これらの点について研究成果として、複数の海外学術団体への発表や、査読付き論文の執筆を

行った。 
 
③ のれんと個別無形資産との関係 
 
のれんと M&A で取得された無形資産の認識には相互に代替的な関係性が見られた。しかし、こ

れらは取得後の測定の取扱いは異なっており、個別の無形資産はのれんと違って償却が可能で
ある。 
 

 
2003 年から 2017 年までのデータからは、「分離可能性」の基準によって、認識される顧客・

ブランド・技術などが増えたといえる。当該無形資産は、法的権利に基づくものではないため、
耐用年数の確定は企業の判断によって行われる。例えば、ブランドの中でも償却されるものと、
されないものがある。 
製薬会社のサンプルからは、個別無形資産のほとんどが償却されていると判明した。今後の研

究として、この事実についてさらに検討していきたい。 
これらの点について、ヨーロッパ会計研究学会の無形資産のグループのメンバーとして EFRAG 

（European  Financial Reporting Advisory Group）へのコメントレターを発信した。また、
複数の発表と学術論文の執筆をおこなった。 
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